








　昭和 46 年～50 年の 5 年間に原因不明の急性脳症として当科入院した症例,

殊に Reye 症候群の症状,臨床所見,検査結果につき検討し,以下に簡単に報告す

る。

　当料入院総数のうち,急性脳症はその 0.3%の 12 名(Reye 症候群 4 例を含む)

を占め,死亡率は 33%であった。男女差なく,3 才以下に多く,発症時期は 6～8

月に多い傾向であった。臨床症状は,従来の報告と,特に変わりはないが,Reye

症候群と,Reye 症候群以外の急性脳症との比較では,Reye 症候群では,下痢,多

呼吸,肝腫大を多くみた点である。


